
５月２０日（月）に白石川にある深川排水樋管前にて、排水ポンプ車の設置訓練を行いま
した。

排水ポンプ車は、豪雨による河川の氾濫などから住宅地や道路冠水などで浸水被害が
発生したとき、速やかに現場に駆けつけ排水作業を行います。そのため、日頃の取扱訓練
が必要となります。

この訓練では、車両の操作や動作確認をしながらポンプやホースの設置手順等を確認し
ました。これからの出水期に備え「迅速な出動、かつ的確で安全な操作」を心がけるよう現
場作業者同士で再認識しました。
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防
６月２３日（日）に阿武隈川左岸堤防押分地内

（7.5km付近）で「水防工法訓練」（主催：阿武隈川下流

左岸水害予防組合）が行われました。訓練には水防
団員２４０名が参加し、大雨による堤防決壊に備えて
斜面を保護する「シート張り工法」や漏水を抑える「月
の輪工法」など6種類の水防工法に取り組みました。

近年、集中豪雨が各地で多発している事から関係機
関が連携し防災・減災活動に繋がる「防災力の強化」
に努めます。



船を利用して河川の巡視を行います
～陸上から見えにくい水際付近を船上（川側）から確認します～

上

５月２４日（金）に岩沼出張所管内において、河川巡視の一環として、船を利
用して巡視を行いました。
船上巡視は、通常行っているパトロール車での巡視では見えにくい水際

付近の護岸の変状等を確認するために行っています。

今回は緊急な対応を要する箇所はありませんでしたが、今回の巡視も含め、
引き続き河川巡視により、施設の損傷箇所の『早期発見』『早期対応』に努めて
参ります。

同

５月３１日（金）、洪水時において堤防等の監視・巡視や水防活動を特に注

意して行う必要がある「重要水防箇所」について、河川管理者、関係行政機関、
水防団等による合同巡視を行いました。

この巡視では、堤防や工作物の危険箇所や対策工事等の実施状況に対する
情報を共有し、出水時の水防対応について内容を確認しました。
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